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 ＮＯ．１６ 

                  

                発行日 2012 年 10 月  1 日   

                編集＝くにたち図書館地域資料ボランティア 

                発行＝くにたち中央図書館 

テーマ 

 

  『くにたちの地名』シリーズ６：字・町名（市制施行前後） 
 

１．国立 町名位置 

 本編は、くにたちの地名（市制施行前編）に続く内容です。国立は、１９５１年に

町制、１９６７年に市制が、施行され、新しい町名が、次々と誕生し、江戸時代から

続いた字名が消えつつあります。新町名が継承した字名を記憶しておきましょう。
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２．市制施行前後（１９６５年以降）に命名された町名 

 国立市の町名地番整理は、昭和 40（１９６５）年の富士見台地区を皮切りに、

その後、北地区、東地区、中地区、西地区と順次実施し、平成 6（１９９４）年

度で南武線から北側の地域についての整理は完了しました。 
南武線から南側の地域については、土地区画整理事業の実施に合わせ、順次整

理を実施しています。 
 なお、町名は平成 2（１９９０）年 3 月 31 日の国立市町名整理審議会からの答

申(*103)に基づき実施しています。 

 
２－１ 富士見台 

国立で最も歴史の新しい地域です。ここは、第一、第二、第三と三つの団

地街で形成されていますが、団地誕生までは、「峯上」「仮屋上」「御経塚」「東

之原」の小字が連なっていて、広大な畑地帯でした。養蚕が盛んだったため桑

畑も多くヒバリのさえずりが聞こえたそうです。 
どこからでも西南の方向に、富士が望見できるので、そのまま町名がつけ

られました。「台」とは段丘の意で、段丘下は、「下峯下」、「上峯下」などと称

しています。(*3P82) 
１）昭和４０（１９６５）年１０月２９日から次の地域の字名が廃止され、新

しい町名番地になりました。 
 新町名   旧字名 

一丁目 大字谷保字御経塚の一部 
滝之院の一部 
仮屋上の一部 

二丁目 大字谷保字御経塚の一部 
滝之院の一部 
仮屋上の一部 

            峰上の一部 

   三丁目 大字谷保字上峰下の一部 
            中峰下の一部 

     峰上の一部 
     西の原の一部 
大字石田字鶉久保の一部 

   四丁目 大字谷保字上峰下の一部 
            西の原の一部 

大字石田字鶉久保の一部 
     谷川上の一部 

２）平成６（１９９４）年２月１２日付け

図 1 富士見台一～四丁目 (*26) 

図 2 富士見台四丁目、一丁目(*100) 
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で 大字谷保字東之原の一部(4302 他)、御経塚の一部(4671-2 他)が、一丁

目に編入されました。 
  ３）平成６（１９９４）年１０月３０日付けで富士見台三丁目に 
   大字谷保字西之原（8423-11,12,13-48） 
  ４）平成６（１９９４）年１０月３０日付けで富士見台四丁目に 

次の地域が編入されました。 
   大字谷保字上峯下の一部(6552-1 他) 
       字西之原の一部 

(8355～8368,8423-44～8743) 
大字青柳字峯面の一部（608～615） 
    字谷川上の一部(616～620) 
    字鶉久保の一部(650,652,680) 
  石田字谷川上の一部(694,696,698～701) 
    字田村道の一部（742,748） 

 
２－２ 北 

 昭和３１（１９５６）年８月１日に国分寺町上谷保新田字五軒家の一部（青

柳都営団地の一部）が国立町大字谷保字武蔵野に編入されました。（国立町報 

S31.7.1） 
 昭和４１（１９６６）年９月１日から新しい町名番地になりました。 
   
一丁目 大字青柳字下はけの一部 

     大字谷保字拝島北道の一部 
 二丁目 大字青柳字拝島道北の一部 
     大字谷保字武蔵野の一部 

大字谷保字拝島道北の一部 
 三丁目 大字青柳字武蔵野の一部 
     大字谷保字武蔵野の一部 

（青柳第５～９都営住宅の東側道路から西の地域） 
 
２－３ 東 

 昭和２９（１９５４）年１

２月１０日より 府中市本

宿はけの下、四ッ谷大道北 

が国立東区地域へ大字以下

は同名で編入されました。 
 昭和４３（１９６８）年１

０月１日から東区地域の字

図 4 北 一丁目～三丁目 （*26） 

図 3 国分寺一部編入(*26) 

 

図５ 西、中、東 (*26) 
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名が全部廃止され新しい町名番地になりました。 
 東一丁目 国立１～34(一橋大学の北側道路から北側の地域) 
 東二丁目 国立 37～52,60～64,73～85、94～105 
東 三 丁 目  国 立 35,36,53 ～ 59,65 ～ 72,86 ～ 93,106 ～ 109,5239 ～

5241,5243,5244,5248 
 東四丁目 国立 110～151,2579,2589,2590,2591 

 
２－４ 中 

昭和４４（１９６９）年１０月１日より中区地域の字名が全部廃止され新し

い町名番地になりました。 
  中一丁目 国立 201-1～237-19 

中二丁目 国立 170-1～200-11 
中三丁目 国立 152-1～169-1 

 
２－５ 西 

昭和４５（１９７０）年９月１日より西区地域の字名が全部廃止され新しい

町名番地になりました。 
  西一丁目 国立 238-1～260-9 
       青柳字武蔵野全域(639～843-5) 
  西二丁目 国立 261-1～311-1 
  西三丁目 国立 323-1～337-6     

 
２－６ 泉 

甲州街道沿いの他に、多摩川堤防北側にも点々と住居があり、その一部は

青柳、一部は四軒在家、久保に属していましたが、終戦後東へ東へと家が建ち、

行政上、旧谷保村から南部の多摩川の間の地域を、行政上南区と呼称しました。 
大字として谷保、青柳、石田、小字として雨成

下、三家下、田村道下、上新田、中新田、向新田、

下新田、などが付けられていました。 
平成になって、南区の東側地域を、下記のよう

に大字、小字を廃して泉として新しい地番に整理

されつつあります。泉は将来に向けて、この水を汚

さないようにという願いをこめて命名されました。 
１） 泉一丁目 
①平成４（１９９２）年８月２２日付けで 
次の区域が新しい町名番地になりました。 
 大字谷保字上之下の一部 

      字岨之下の一部 

図 5 泉 一丁目(*100-3) 



 

5 
 

      字寺之下の一部 
    青柳字向新田の一部 
    谷保字中新田の一部 

谷保字下新田の一部 
②平成７年１１月５日付けで次の区域が新しい町名番地になりました。 

 大字谷保字上新田の一部 
(3255-3,3185-6,3201-5 他) 
  字中新田の一部(3255-3 他) 

２） 泉二丁目 
平成７（１９９５）年１１月５日付けで次の

区域が新しい町名番地になりました。 
 大字谷保字上新田の一部 

    谷保字中新田の一部(3187-12 他) 
    谷保字三家上の一部（9547,9548） 
  泉一丁目の一部（33-34） 
３） 泉三丁目 

平成１６年（２００４）年１１月１３日付けで

次の区域が新しい町名番地になりました。 
 大字谷保字上の下の一部(2051-1 他) 
     字上新田の一部(2977-1 他) 
     字田村道下の一部（6546-14,30） 
 大字石田字谷保下の全域（499,500） 

 ４） 泉四丁目 
平成１２（２０００）年７月８日付けで次の

区域に新しい町名番地がつけられました。 
  大字谷保字岨ノ下の一部(1935-4,1936-9) 
      字寺ノ下の一部(2184-1 他) 
      字上ノ下の一部(2744 他) 
      字上新田の一部(3288-2 他) 
  泉一丁目の一部(33-30～32)  
 

 ２－７ 青柳 
平成１１（１９９９）年１０月９日 甲州街道の北側の下記地域の字名が廃

止され、青柳一丁目と三丁目を新設し、新しい町名地番になりました。 
１） 青柳一丁目 
国立市大字谷保字上峯下の一部(6492～6508) 

       大字青柳字甲州道中南の一部(159-4,-5 他) 

図 6 泉 二丁目 (*100-3) 

図 7 泉 三丁目 (*100-6) 

図 8 泉四丁目 (*100-5) 
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       大字青柳字甲州道中北の一部 
(444-4 他) 
大字石田字青柳入の一部(507-1,-2,512

～531) 
大字石田字石田街道の一部 

   ２） 青柳三丁目 
国立市大字青柳字甲州道中南の一部 
(377-3 他) 
大字石田字石田街道の一部(568-1 他) 
大字青柳甲州道中北の一部 

(383～他) 
大字石田青柳入の一部(501-1,-2,509-2,-3 他) 

 
 ２－８ ）矢川 
   １） 矢川三丁目 

平成１６年（２００４）年１１月１３日付

けで次の区域の、大字・小字が廃止され新し

い町名番地になりました。 
  大字青柳字甲州道中南の一部（155-1,2） 

大字谷保字栗原の一部(6366-1 他) 
字芝切場 

 

図  9 青柳 一丁目、三丁目 

(*100-4) 

図 10 矢川 三丁目 (*100-6) 
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５．出典・参考資料 （[ ]内の図書記号は 国立市中央図書館、（ ）は中央公民館） 
 

 1） くにたちの歴史 編纂 国立市 平成７（１９９５）年    

 ［１０B１]  

 ２） 国立市史 上中下 編纂 国立市 昭和６３（１９８８）年    

 ［１０B１] 
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 ［１０Ｂ１] 
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 ［10G5］ 

-2  市制施行 3０周年記念 市報くにたち 縮刷版 3,4    

 ［10G5］ 

 88)  東京法務局 BLUEMAPⅡ 住居表示地番対照住宅地図 社団法人情報局センター ゼンリン ［２

９１］ 

 89) 市制３０周年 くにたちガイドマップ 

 90) 目で見る 国分寺・国立・小金井 写真が語る激動のふるさと一世紀 郷土出版社 2003 年 

 ［02／B1］ 

 93) 国立市南部地域図 昭和４４(1970)年１１月 国立市企画開発本部 作成    ［ S

１］ 

 95) 国立市都市計画図 1/10,000 ２００４年   

 ［１０／Ｓ１］ 

 96) 国立市全図 1/10,000 2007 年 

 97) 国立市全図 1/15,000 2007 年 

 100) 地番別町名番地変更対照表 国立市役所建設部まちづくり推進課発行    国

立市役所閲覧 

  -1 富士見台一丁目 H6-2-12 施行(H5-10-01 現在) 

-2 富士見台三丁目・四丁目（一部） H6-10-30(H6-9-05) 

  -3 泉一丁目（一部）・二丁目 H7-11-05(H7-9-25) 
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  -4 青柳一丁目・三丁目 H11-10-9(H11-7-12~10) 

  -5 泉四丁目 H12-10-30(H6-9-05) 

-6 矢川三丁目・泉三丁目 H16-11-13(H16-8-01) 

-7 国立市東町名地番新旧対照案内図 1/1500 昭和４３年１０月１日施行、国立市都市計画課発行 
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103) 国立市（谷保、青柳、石田）町名整理（答申） 平成２年３月３１日 国立市町名整理審議会 
 


